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VR技術による森林体験　
森林体験は「森林浴」という言葉で知られ

るように、森の中を歩いたり、登山やハイキ

ングを楽しんだりすることで人々に癒しの効

果をもたらします。実は「森林浴」という

言葉は 1982 年に林野庁が提唱したもので、

現在では「Shinrin-yoku」として日本のみ

ならず世界中に広がっています。

森林体験には、免疫機能の向上、脳卒中死

亡率や心血管疾患リスクの低下といった身体

面だけでなく、うつ病や不安、ストレスを和

らげるといった心の健康への効果も報告され

ています。そのため、森林体験は単なるレク

リエーションではなく、人の心身や健康寿命

を延ばすために、その重要性はますます高

まってくると考えられます。

一方で、都市部に人口が集中する現代に

おいて、自然とふれあう機会の減少が課題

です。そうした状況を背景に、VR（Virtual 
reality：仮想現実）技術を活用した森林体験
が注目されています。VR であれば、自宅に

いながら普段は訪れにくい国立公園を体験で

きたり、体の不自由な方も自然を楽しめたり

するなど、さまざまな可能性があります。
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いつでもどこでも森林体験 !いつでもどこでも森林体験 !　　ースマホや VR ゴーグルで森を探索ーースマホや VR ゴーグルで森を探索ー

森林体験とは？森林体験とは？

写真－ 2　VRゴーグルを利用して森林体験をしている様子

こちらから体験できます！こちらから体験できます！
（無料・会員登録＆アプリ等不要）（無料・会員登録＆アプリ等不要）
（環境G 橋本朝陽 ・ 機能G 玉田祐介）

写真－１　パソコンやスマホでアクセスできる森林の様子
（林業試験場内 トドマツ林）

今後の活用に向けて
このような背景から、林業試験場では VR 技術を用

いた森林体験の技術開発や普及活動を進めています。

現在は開発段階ではありますが、本技術はレクリエー
ションや教育にとどまらず、現地に行かずに立会を行う
リモート現地立会、社有林の PRといった実務的・商業
的な活用も見込まれます。

美唄市内の防風林➡➡



林業試験場では、森林の魅力をより多くの人に伝えるため、3D データを活用した「バーチャル森林体験」

の開発を進めています。現地で撮影した写真から立体的な森林空間を再現し、VR ゴーグルやパソコン上で

体験できるようにしています。3D データの作成には、近年注目されている 3D Gaussian Splatting（3DGS） 
という手法を用いています。この技術は、複数の写真を専用ソフトやアプリで処理することで対象とする物
体や空間に多数の点から構成される 3D データを生成する技術です。3D データの作成手順は下記の通りです。

スマホ・タブレットのアプリは無料ですので、業務や普段の生活の中で是非使用してみてください。

�1．�撮影：360 度カメラまたはスマホ・タブレットで、対象を動画または写真で撮影します。360 度カメ

ラでは全方位をカバーできますが、スマホ・タブレットでは一方向しかカバーできません。そのため、

360 度カメラは森林全体の撮影に、スマホ・タブレットは個々の動植物の撮影に向いています。

2．�データ処理・自動処理：撮影した画像を、PC ソフト（例：PostShot）やスマホ・タブレットのアプリ（例：

Scaniverse・Luma 3D）に読み込み、3DGS 処理を実施します。専用ソフトでは手動での処理や設定

が必要ですが、スマホ・タブレットのアプリでは撮影後に自動処理で 3D データが作成されます。

3．�アップロード：3D データを Web 上の共有サイト（例：Arrival space）にアップロードします。アップロー

ドの際に、作成した 3D データを任意の位置へ配置し、3D 空間を作成することができます。林業試験場

で作成した 3D 空間では、森林内に動物のはく製から取得した 3D モデルを配置しています（写真－３

のエゾシカ等）。

4．�閲覧・体験：スマホや VR ゴーグルからブラウザを介して 3D 空間の閲覧・体験が可能になります。表紙

の二次元コードのように、URL を共有すれば、誰でも閲覧・体験が可能です。

林業試験場ではバーチャル森林を利用した普及活動を小中学生を対象に行っています。普段は入る機会が

少ない防風林をはじめとした人工林を VR で散策してもらい、体験した子ども達からは「すごい！」「本当に

森にいるみたい！」といった声が聞かれました。

下の写真は VR ゴーグルに映し出されている映像を画面に表示している様子です。これによって、VR ゴー

グルをつけていない人も森林の様子を確認することができるため、みんなで感想を共有することができます。

　一人で没入体験をするイメージが強い VR 技術ですが、周りからの声掛けによって、より気付きの多い森

林体験が可能となります。中には VR ゴーグルの画面で酔ってしまう方もいるため、PC モニターなどで森

林体験を行える手法についても現在検討中です。

また、森林内には様々なものを配置することができ

ます。表紙の二次元コードで URL にアクセスすると、

森林内に様々な動物がいることが分かります。実際に

野生動物の観察を行うためには、何度も森林に足を運

ぶ必要があります。本手法は疑似的ではありますが、

よりリアルに近づけた野生動物の観察体験も行うこと

ができます。

VR だけではなく、同時に様々な森林体験を行うこ

とで、森林への理解をより深める取り組みも行ってい

ます。具体的には、森林の香り体験、植物標本の制作

体験なども併せて行うことで、視覚だけでなく、嗅覚、

触覚も含めた体験プログラムを実現し、過去 3 年間で

は約 2600 名の方々に体験いただきました。詳しい内

容につきましては、過去のグリーントピックス（No. 

71) をご覧ください！

「授業などで利用してみたい」、「体験プログラムを

実施してほしい」などありましたら、お気軽に林業試

験場までご連絡ください。

意外と簡単！森林３D データの作り方意外と簡単！森林３D データの作り方 実際の体験の様子実際の体験の様子

（環境 G 橋本朝陽 ・ 機能 G 玉田祐介）

図－１　五感で学ぶ森林体験プログラムの概念図

写真－ 4　VR ゴーグルの投影映像をみんなで確認

写真－３　3D データの取得から閲覧・体験までの手順
※動物の 3D モデルは北海道博物館にご協力いただき、はく製の 3D データを取得させていただきました。この場を借りてお礼申し上げます。

写真－ 5　森林の香り体験（10-15 分程度）

写真－ 6　植物標本の制作体験（10-15 分程度）
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